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マルハニチロ株式会社（本社所在地：東京都江東区、代表取締役社⻑：伊藤滋）は、「DHAのチカ

ラ フィッシュソーセージ」を、2016年4⽉4⽇（⽉）より、全国で新発売いたします。 
 
「DHAのチカラ フィッシュソーセージ」は、「DHAには認知機能の⼀部である、数・ことば・図

形・状況などの情報の記憶をサポートする機能があることが報告されている」商品として初めて、  
消費者庁に届出受理された「機能性表⽰⾷品」です。 

 
マルハニチロでは業界に先駆けて⿂由来の健康栄養素であるDHA（ドコサヘキサエン酸）研究に取

り組み、フィッシュソーセージに精製⿂油を添加する技術をいち早く確⽴。DHAを関与成分とするフ
ィッシュソーセージとして業界初となる特定保健⽤⾷品「DHA⼊りリサーラソーセージ」（2005年発
売）、同じく業界初の機能性表⽰⾷品「⾷事でサポート フィッシュソーセージ」（2015年発売）を
開発し、常にフィッシュソーセージ市場をけん引してまいりました。 

そしてこのたび、DHAを関与成分とする⾷品として初めて、
認知機能の⼀部である、数・ことば・図式・状況などの情報の
記憶をサポートする機能をうたった機能性表⽰⾷品「DHAのチ
カラ フィッシュソーセージ」を開発いたしました。 

当社は現在、「⽣涯健康計画」を提唱しております。⻑年続
けてきたDHA研究をさらに推進し、⿂由来の健康栄養素を基軸
にした毎⽇おいしく⾷べていただける商品の研究・開発・提供
を通じて、みなさまの⽣涯の健康をサポートいたします。 

 
【 届出内容 】 
■届出表⽰： 

「本品には DHA が含まれます。DHA には認知機能の⼀部で

ある、数・ことば・図形・状況などの情報の記憶をサポート

する機能があることが報告されています。」 

■届出番号：A215  （届出⽇ 2016 年 2 ⽉ 4 ⽇） 

■1 ⽇当たりの摂取⽬安量：１本（50g） 

■1 ⽇当たりの摂取⽬安量当たりの機能性関与成分の含有量： 

１本（50g）あたり          機能性関与成分 DHA 880mg 

■届出詳細内容： 

下記、消費者庁ホームページをご参照ください。 

http://www.caa.go.jp/foods/todoke_201-225.html 

2016 年 2 ⽉ 15 ⽇

ー 情報の記憶をサポート ー 

「ＤＨＡのチカラ フィッシュソーセージ」 新発売 

ＤＨＡ関与成分の 「機能性表示食品」 

ＤＨＡで初めて、“認知機能”受理 
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【 商品特⻑ 】 

■機能性関与成分 DHA が 1 本（50g）あたり 880mg ⼊った、情報の記憶をサポートするフィッシ 

ュソーセージです。 

■１本（50g）あたりの⾷塩相当量は 0.5ｇ、幅広い年代の⽅々においしくお召し上がりいただける

マイルド&ソフトな味付けにしました。 

■本機能性表⽰⾷品(※１)は、サプリメント類とは異なり、⽇常における⾷事の主菜もしくは副菜と

して、そのままでも料理に⽤いてもおいしく、⼿軽に召し上がれます。 

■どこからでも簡単に、きれいに開けられる内装フィルムを使⽤しています。 

 

（※１）機能性表⽰⾷品とは： 

 事業者の責任において、科学的根拠に基づいた機能性を表⽰した⾷品です。販売前に安全性および

機能性の根拠に関する情報などが消費者庁⻑官に届け出られたものです。ただし、特定保健⽤⾷品と

は異なり、消費者庁⻑官の個別の許可を受けたものではありません。（消費者庁ホームページより） 

 

 

【 商品概要 】 

商品名 内容量 
希望⼩売価格

（税抜） 
発売⽇ 発売エリア 

DHA のチカラ 

フィッシュソーセージ 

100g 

（50g×2 本）
  180 円 2016 年 4 ⽉４⽇（⽉） 全 国 

 

 

【 栄養成分 1 本（50g）あたり 】 

エネルギー89kcal、たんぱく質 5.4g、脂質 4.9g、炭⽔化物 5.7g、⾷塩相当量 0.5g 
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【 商品パッケージ記載内容 】 
■本品は、疾病の診断、治療、予防を⽬的としたものではありません。 

■本品は、疾病に罹患している者、未成年者、妊産婦（妊娠を計画している者を含む。）及び授乳婦

を対象に開発された商品ではありません。 

■疾病を罹患している場合は医師に、医薬品を服⽤している場合は医師、薬剤師に相談してください。

■体調に異変を感じた際は、速やかに摂取を中⽌し、医師に相談してください。 

 

 

【 ご参考（別紙）  DHA の認知機能(記憶を含む)に関するメカニズム 】 
DHA の認知機能（記憶を含む）に関するメカニズムにつきましては、消費者庁ホームページに掲載

されております「DHA のチカラ フィッシュソーセージ」届出詳細内容のうち、有識者向け公開情

報（※2）に含まれている「作⽤機序（※3）に関する説明資料」（別紙）をご参照ください。 

 

（※2）有識者向け公開情報（基本情報）は、下記、消費者庁ホームページをご参照ください。 

http://www.caa.go.jp/foods/pdf/A215-kihon.pdf 

 

（※3）作⽤機序とは： 

 機能性関与成分（今回の場合、DHA）が、機能性を発揮する仕組み、メカニズムを意味します。 

 

 

以 上 

 

 

お客様からのお問い合わせ先 

マルハニチロお客様相談室 

フリーダイヤル   0120-040826 

報道各位からのお問い合わせ先 

マルハニチロ株式会社 広報ＩＲ部 

Tel 03-6833-0826 Fax 03-6833-0506 
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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 
DHA

ディーエイチエー

のチカラ フィッシュソーセージ 

機能性関与成分名 DHA 

表示しようとする

機能性 

本品には DHAが含まれます。DHAには認知機能の一部で

ある、数・ことば・図形・状況などの情報の記憶をサポ

ートする機能があることが報告されています。 

 

２．作用機序 

DHA の認知機能（記憶を含む）に関する作用機序は、以下の報告に基づくと考えられる。 

 

・DHA は、経口摂取の後に小腸で吸収され、血液脳関門を通過して脳に到達し、神経細胞

に取り込まれる 1-3)。 

・DHA は、記憶の形成に重要な役割を果たしている脳の海馬において、神経細胞の新生を

促進する 4)。 

・DHA は、シナプス（神経細胞間の情報伝達が行われている部位）の膜の流動性を高め、

神経伝達物質（シナプスにおいて情報伝達を行う物質）である NMDA（N-メチル-D-アス

パラギン酸）の受容体を活性化し、長期増強（シナプスにおける情報伝達が効率の良い状

態のまま長期的に維持される現象）を誘導する 5,6)。 

・DHA は、神経細胞へのアミロイドβタンパク質の凝集を抑制する 7-9)。 

・DHA は、脳血流量を増加させ、脳への酸素供給（オキシヘモグロビン量の増加）を促進

し、脳機能を活性化させる 10) 。 

 

記憶は、神経細胞がシナプスで結合してネットワークが構築されることにより形成され

る。その維持には、海馬のシナプスにおいて神経伝達物質の量が増加し、その受容体が活

性化され、長期増強が誘導されることが重要とされている。DHA は、シナプスの膜に高濃

度で存在して膜の流動性を高め、NMDA の受容体を活性化させることで記憶の維持に寄与

するとされている。 

一方、加齢に伴う認知機能（記憶を含む）の低下の要因の一つに、神経細胞へのアミロ

イドβタンパク質の凝集による神経細胞の損傷が知られている。DHA は、その凝集を抑制

することで認知機能の維持に貢献するとされている。 

以上の作用機序により、DHAは認知機能の一部である記憶をサポートすると考えられる。 
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